


第
一
章
情
動
と
は
何
か

一
一
次
性
情
動
と
二
次
性
情
動
　
2

二
情
動
の
三
つ
の
側
面
　
4

三
情
動
の
生
物
学
的
意
義
　
Ｚ

第
二
章
情
動
を
司
る
脳
の
構
造
の
概
略

一
｢
情
動
中
枢
｣
の
所
在
を
求
め
て
　
7
2

二
｢
辺
縁
系
｣
の
解
剖
学
的
概
略
　
四

第
三
章
情
動
表
出
-
脳
か
ら
の
出
力
系

一
情
動
表
出
　
J

二
自
律
神
経
系
の
概
要
　
2
7

三
神
経
内
分
泌
系
　
詔



四
運
動
系
　
府

第
四
章
情
動
表
出
―
怒
り
と
攻
撃
行
動

一
自
然
の
攻
撃
行
動
　
む

二
実
験
的
に
誘
発
さ
れ
る
攻
撃
行
動
　
む

三
防
御
反
応
に
関
連
す
る
脳
内
部
位
　
窃

四
捕
食
攻
撃
反
応
に
関
連
す
る
脳
内
部
位
　
5
7

五
防
御
反
応
お
よ
び
捕
食
攻
撃
反
応
と
脳
内
神
経
活
性
物
質
　
Ｇ

第
五
章
情
動
表
出
I
喜
び
と
不
安
の
行
動
反
応

一
喜
び
の
反
応
　
ご

二
不
安
-
そ
の
化
学
的
因
子
　
認

第
六
章
情
動
表
出
-
情
動
性
自
律
反
応

一
緊
急
反
応
　
匹

二
緊
急
反
応
説
の
修
正
　
匹

三
情
動
性
循
環
反
応
の
中
枢
制
御
機
構
　
皿

第
七
章
感
覚
入
力
に
対
す
る
情
動
的
評
価

一
感
覚
入
力
に
対
す
る
情
動
的
評
価
　
ｍ



二
ｸ
ﾘ
ｭ
ｰ
バ
ｰ
･
ビ
ｭ
ｼ
ｰ
症
候
群
　
に

三
辺
縁
前
脳
へ
の
感
覚
入
力
　
J

四
扁
桃
体
に
お
け
る
感
覚
情
報
処
理
　
J

五
視
床
下
部
に
お
け
る
感
覚
情
報
処
理
　
氾

六
前
頭
前
野
に
お
け
る
感
覚
情
報
処
理
　
沼

七
海
馬
､
帯
状
回
と
感
覚
入
力
の
評
価
　
J

八
視
床
-
辺
縁
脳
結
合
と
感
覚
入
力
の
評
価
　
J

九
ま
と
め
　
に

第
八
章
情
動
体
験

一
脳
と
心
　
ぶ

二
情
動
体
験
に
つ
い
て
の
考
え
方
　
ヱ

三
情
動
体
験
に
お
け
る
左
､
右
大
脳
半
球
の
役
割
　
J

四
末
梢
器
官
か
ら
の
ﾌ
ｨ
ｰ
ド
バ
ｯ
ｸ
と
情
動
体
験
お
よ
び
情
動
表
出
　
こ

第
九
章
情
動
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
と
か
ら
だ

一
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｯ
ｻ
ｰ
と
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
反
応
　
高

二
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｯ
ｻ
ｰ
に
対
処
で
き
る
場
合
と
で
き
な
い
場
合
　
J

三
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
と
脳
内
活
性
物
質
　
E

四
情
動
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
と
免
疫
機
能
　
皿



第
十
章
お
わ
り
に

一
情
動
の
生
物
学
的
読
み
出
し
ﾓ
デ
ﾙ
　
忽

二
ﾋ
ﾄ
と
情
動
　
筋

座
談
会
情
動
を
め
ぐ
っ
て
　
皿




	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

